
に
伴
い
、
企
業
の
最
適
立
地
は
国
際
的
視
野
で
見
直

さ
れ
て
い
る
の
で
、
ハ
ブ
空
港
・
港
湾
お
よ
び
情
報

イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
社
会
資
本
整
備
状
況
は
一
国
の
経

済
力
を
含
め
た
総
合
国
際
競
争
力
を
左
右
す
る
重
要

な
要
素
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
、
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
競
争
の
時
代
を
迎
え
て
、
競
争

優
位
を
目
指
す
企
業
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
戦
略
の

構
築
を
、
い
や
応
な
く
迫
ら
れ
て
い
る
。
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
Ｓ
Ｃ
Ｍ
）の
中
で
の
空

港
・
港
湾
は
あ
る
意
味
で
工
場
や
倉
庫
と
同
様
に
位

置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
典
型
的
な
例
が
大
阪
府

堺
泉
北
港
に
お
け
る
シ
ャ
ー
プ
の
「
二
十
一
世
紀
型

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
」
構
想
で
あ
る
。

い
さ
さ
か
遅
き
に
失
し
た
感
は
あ
る
も
の
の
、
拙

論
文
の
主
張
に
近
い
「
総
合
物
流
施
策
大
綱
」
が
偶

然
に
も
一
九
九
七
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
、
二
年
前
に

「
ア
ジ
ア
・
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
構
想
」
が
発
表
さ
れ
た
。

ス
ー
パ
ー
中
枢
港
湾
や
ハ
ブ
空
港
な
ど
の
交
通
イ
ン

フ
ラ
の
あ
り
方
は
、
日
本
の
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
優
位

を
決
定
す
る
重
要
な
要
因
で
あ
る
こ
と
が
広
く
認
識

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
効
率
的
な
国

際
物
流
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
は
、
ハ
ブ
港
湾

や
ハ
ブ
空
港
等
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
な
ど
も
重
要
で
あ

る
が
、
安
全
問
題
、
環
境
問
題
や
規
制
緩
和
な
ど
ソ

フ
ト
面
も
勘
案
し
た
総
合
政
策
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ

ル
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
よ
る
荷
主
ニ
ー
ズ
な
ど

を
取
り
込
ん
だ
枠
組
み
で
、
基
本
方
向
を
考
え
る
べ

き
で
あ
る
。
総
合
物
流
施
策
大
綱
な
い
し
ア
ジ
ア
・

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
構
想
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
課
題

を
解
決
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。

ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

―
―
も
う
一
度

と
こ
ろ
が
、『
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
』
か
ら
三
〇
年
。
国
際
物
流
の
要
で
あ
る
コ
ン
テ

ナ
港
湾
を
見
る
と
、
日
本
の
コ
ン
テ
ナ
港
湾
の
取
扱

量
は
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
ど
こ
ろ
か
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

で
あ
る
中
国
の
後
ろ
姿
さ
え
も
見
え
な
く
な
っ
た
。

二
○
○
五
年
の
コ
ン
テ
ナ
港
湾
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
二

○
港
に
は
か
つ
て
東
ア
ジ
ア
の
主
役
だ
っ
た
神
戸
、

東
京
、
横
浜
と
い
っ
た
日
本
の
国
際
港
湾
は
な
い

〔
表
参
照
〕。
日
本
の
国
際
空
港
も
ま
た
、
同
じ
運
命

を
辿
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
○
年
ほ
ど
前
の
日
本
は
、
私
に
と
っ
て
は
古
き

良
き
時
代
の
日
本
だ
っ
た
。
二
度
に
わ
た
る
石
油
シ

ョ
ッ
ク
も
無
事
に
克
服
し
、
人
々
は
自
信
に
満
ち
溢

れ
て
い
た
。
私
も
、
多
く
の
心
優
し
い
人
々
と
巡
り

合
い
、
そ
し
て
支
え
ら
れ
て
、
夢
と
希
望
に
満
ち
た

留
学
生
活
を
謳
歌
し
て
い
た
。
就
職
し
て
ま
も
な
く

バ
ブ
ル
が
弾
け
て
、
政
府
が
極
め
て
難
し
い
経
済
運

営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
状
況
の
中
で
、
経
済
政

策
・
交
通
政
策
の
重
要
性
を
改
め
て
痛
感
さ
せ
ら
れ

た
。
大
学
で
交
通
経
済
学
を
教
え
な
が
ら
、
日
本
経

済
再
生
策
を
交
通
政
策
の
側
面
か
ら
模
索
し
続
け
て

き
た
。
結
論
を
繰
り
返
す
と
、
も
っ
と
一
般
財
源
を

投
じ
て
ハ
ブ
空
港
・
港
湾
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
イ
ン
フ

ラ
お
よ
び
幹
線
道
路
な
ど
の
社
会
資
本
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
等
を
利
用
し
て
混
ん
で
い
な
い

高
速
道
路
を
無
料
化
し
、
日
本
経
済
全
体
の
活
性
化

を
図
る
必
要
が
あ
る
。
近
い
将
来
、
日
本
産
業
が
国

際
競
争
力
を
取
り
戻
し
、
も
う
一
度
『
ジ
ャ
パ
ン
・

ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
』
と
言
わ
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
や
ま
な
い
。

翔べ！ 世界へ 奨学生体験記

２００５年

取扱量

２３，１９２

２２，４２７

１８，０８４

１６，１９７

１１，８４３

９，４７１

６，３０７

５，５４４

５，２０８

４，８０１

港

シンガポール

香港

上海

深�
釜山

高雄

青島

ポートクラン

寧波

天津

世界
順位

１

２

３

４

５

６

１３

１４

１５

１６

１９９５年

取扱量

１２，５５０

１０，８００

５，２３２

４，５０３

２，７５７

２，１７７

２，１７０

１，６８８

１，５２７

１，４７７

港

香港

シンガポール

高雄

釜山

横浜

東京

基隆

マニラ

上海

名古屋

世界
順位

１

２

３

５

８

１２

１３

１６

１９

２２

１９８５年

取扱量

２，２８９

１，９０１

１，８５２

１，６９９

１，３２７

１，１５８

１，１４８

１，００４

５０５

４２３

港

香港

高雄

神戸

シンガポール

横浜

基隆

釜山

東京

マニラ

大阪

世界
順位

３

４

５

６

９

１１

１２

１４

２４

３４

１９７５年

取扱量

９０５

８０２

３５９

３２９

２４６

２２５

１９２

１３４

１３３

９５

港

神戸

香港

東京

横浜

基隆

高雄

シンガポール

名古屋

大阪

マニラ

世界
順位

３

４

１３

１５

２１

２４

２８

３７

３８

４４

東
アジア
順位

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

東アジアのコンテナ港湾上位１０港の変遷 （単位：１０００TEU）

注：TEU＝２０フィートコンテナ換算個数 出所：経済産業省『通商白書２００８』
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奨
学
金
を
バ
ネ
に

自
分
の
道
を
切
り
開
く

三
〇
年
ほ
ど
前
、
神
戸
大
学
経
営
学
部
に
留
学
し

た
と
き
、
Ｅ
・
Ｆ
・
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
の
『
ジ
ャ
パ
ン
・

ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
』
が
日
本
で
七
〇
万
部
を
超

え
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
世
界
中
に
「
日
本
的

経
営
」
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
た
。
大
学
の
授
業
で

も
「
日
本
的
経
営
」
の
普
遍
性
と
特
殊
性
を
め
ぐ
る

議
論
が
真
剣
に
な
さ
れ
て
い
た
。
私
も
日
本
の
産
業

の
強
さ
の
源
泉
を
探
る
べ
く
、
手
当
た
り
次
第
、
日

本
文
化
、
企
業
経
営
や
産
業
政
策
に
関
す
る
本
を
読

み
あ
さ
り
、
よ
う
や
く
入
学
三
年
目
で
先
生
の
講
義

の
内
容
を
自
分
な
り
に
ノ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
日
本
の
も
の
づ
く
り
の
強
さ
の
源
泉

を
追
求
し
て
い
る
う
ち
に
だ
ん
だ
ん
経
済
・
経
営
の

勉
強
が
面
白
く
な
り
、
博
士
課
程
に
進
学
し
国
際
物

流
の
研
究
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
進
学
の
た

め
の
学
資
を
工
面
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
当
時
の
神

戸
大
学
は
ま
だ
国
際
文
化
教
育
交
流
財
団
の
募
集
対

象
校
に
入
っ
て
お
ら
ず
、
奨
学
金
応
募
の
際
に
神
戸

大
学
の
留
学
生
担
当
教
官
と
事
務
官
の
ご
尽
力
と
同

財
団
の
特
段
の
ご
配
慮
に
よ
り
、
神
戸
大
学
が
同
財

団
の
募
集
対
象
校
に
な
っ
た
。
熾
烈
な
学
内
競
争
と

厳
し
い
面
接
試
験
を
経
て
、
幸
運
に
も
同
財
団
の
奨

学
生
に
選
ば
れ
た
。
今
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
あ
の

時
が
私
の
人
生
の
最
大
の
転
機
だ
っ
た
と
思
う
。
同

財
団
の
奨
学
生
に
選
ば
れ
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て

大
変
な
励
み
と
な
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

経
済
的
支
援
の
み
な
ら
ず
、
か
け
が
え
の
な
い
も
の

を
た
く
さ
ん
得
ら
れ
た
。
と
り
わ
け
、
工
場
見
学
で

日
本
の
社
会
・
産
業
・
企
業
経
営
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
た
体
験
は
、
実
務
経
験
の
な
い
私
に
と
っ
て
、

今
な
お
商
学
部
で
教
え
る
た
め
の
貴
重
な
財
産
で
あ

る
。
就
職
後
も
見
学
会
や
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
素
晴
ら
し
い
企
業
人
や
他
の
奨

学
生
と
の
交
流
を
通
し
て
、
お
互
い
に
良
い
意
味
で

刺
激
し
合
い
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
異
文
化
に
触
れ

る
こ
と
で
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
確
認
す

る
貴
重
な
機
会
に
な
っ
た
。

国
際
物
流
戦
略
と

日
本
の
国
際
競
争
力

現
在
は
福
岡
大
学
商
学
部
で
交
通
や
物
流
を
教
え

て
い
る
。
専
門
は
国
際
物
流
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
交
通
政
策
な
ど
で

あ
る
。
研
究
内
容
に
関
し
て
は
、
二
〇
年
ほ
ど
前
か

ら
今
日
に
至
る
多
く
の
論
文
の
中
で
「
日
本
の
国
際

競
争
力
を
強
化
す
る
た
め
に
は
、
も
っ
ぱ
ら
景
気
対

策
の
た
め
の
公
共
事
業
を
大
幅
に
減
ら
し
、
国
家
戦

略
と
し
て
ハ
ブ
空
港
・
港
湾
お
よ
び
情
報
イ
ン
フ
ラ

な
ど
の
社
会
資
本
を
重
点
的
に
整
備
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
」
と
一
貫
し
て
主
張
し
て
き
た
。

近
年
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
ボ
ー
ダ
レ
ス
化

●
国
際
文
化
教
育
交
流
財
団
は
、
経
団
連
第
二
代
会
長
故
石

坂
泰
三
氏
の
遺
徳
を
記
念
し
、
一
九
七
六
年
に
設
立
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
に
、
世
界
三
一
カ
国
の
大
学
・
大
学
院
へ
一
七
二

名
の
日
本
人
留
学
生
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
世
界
三
七
カ

国
四
九
〇
名
の
外
国
人
留
学
生
へ
の
奨
学
金
の
供
与
や
講
演

会
等
を
実
施
し
て
き
て
い
る
。

本奨学事業は、日本万国博覧会記念機構（http://www.expo70.or.jp/）の助成金を得て実施している

ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

そ
れ
か
ら
三
〇
年

国
際
文
化
教
育
交
流
財
団
一
九
八
三
年
度
奨
学
生
。
台
湾
出
身
。
七

六
年
来
日
。
八
一
年
神
戸
大
学
経
営
学
部
商
学
科
卒
業
。
八
三
年
神

戸
大
学
大
学
院
経
営
学
研
究
科
商
学
専
攻
博
士
課
程（
前
期
）修
了
。

八
六
年
神
戸
大
学
大
学
院
経
営
学
研
究
科
商
学
専
攻
博
士
課
程（
後

期
）修
了
、
広
島
経
済
大
学
専
任
講
師
（
交
通
論
・
中
国
語
担
当
）。

九
七
年
広
島
経
済
大
学
教
授
。
九
九
年
よ
り
現
職
。
専
門
は
国
際
物

流
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
。

陶

怡
敏

と
う

い
み
ん

福
岡
大
学
商
学
部
教
授
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